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天
然
秋
田
杉
の
里
と
呼
ば
れ
て
い
る
当
白
神
森

林
組
合
管
内
で
さ
え
、
林
業
採
算
性
の
悪
化
か
ら

森
林
所
有
者
の
経
営
意
欲
は
減
退
し
、
放
置
林
が

急
増
し
て
い
る
。

　

森
林
の
有
す
る
公
益
的
諸
機
能
を
持
続
的
に

発
揮
さ
せ
、
経
済
性
を
確
保
し
つ
つ
将
来
に
繋
が
る

森
林
経
営
を
継
続
し
て
行
く
た
め
に
は
、
森
林
所

有
者
の
同
意
を
得
な
が
ら
、
天
然
秋
田
杉
の
よ
う

な
品
質
の
素
材
を
見
込
め
る
超
長
伐
期
林
を
目
標

に
定
め
、
地
利
・
地
況
に
適
し
た
方
法
で
、
作
業

道
の
整
備
と
高
性
能
林
業
機
械
の
活
用
に
よ
る
低

コ
ス
ト
の
搬
出
間
伐
（
定
性
・
列
状
・
群
状
）
を

行
う
こ
と
で
森
林
整
備
を
進
め
て
行
く
こ
と
が
こ

の
地
域
に
適
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

　

当
該
基
金
事
業
の
取
組
か
ら
得
ら
れ
た
成
果
を

活
用
し
て
放
置
林
の
解
消
に
向
け
た
事
業
を
展
開

し
、
地
域
森
林
の
一
体
的
整
備
と
地
域
経
済
の
活

性
化
に
貢
献
で
き
る
よ
う
努
め
て
参
り
ま
す
。
ま

た
今
後
も
育
成
経
過
の
調
査
を
続
け
な
が
ら
、
最

適
な
育
林
モ
デ
ル
を
確
立
し
、
国
の
宝
「
秋
田
杉
」

の
聳そ
び

え
立
つ
森
林
を
復
活
さ
せ
て
参
り
ま
す
。
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わ
が
国
の
経
済
も
第
二
次
安
倍
内
閣
が
発

足
し
て
四
年
半
と
な
り
、
大
胆
な
金
融
緩
和
、

財
政
出
動
な
ど
に
よ
り
、円
安
、株
高
が
進
み
、

経
済
も
一
定
の
水
準
ま
で
回
復
し
た
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
景
気
が
地
方
の
我
々
の
と

こ
ろ
ま
で
来
る
に
は
、
未
だ
暫
く
時
間
が
掛

か
る
よ
う
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
情
勢
の
も
と
、
平
成
二
十
八

年
度
の
事
業
も
終
わ
り
、
境
界
の
明
確
化
、

放
置
林
の
解
消
、
大
型
林
業
機
械
の
有
効
活

用
、
更
に
農
林
中
央
金
庫
「
森
力
」
基
金
の

助
成
な
ど
の
事
業
も
順
調
に
進
み
、
前
年
度

を
上
回
る
実
績
で
終
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
事
業
総
収
益
は
八
億
五
千
三

百
万
円
と
な
り
、
前
年
度
の
七
億
五
百
万
円

よ
り
も
一
億
四
千
八
百
万
円
の
増
と
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
も
偏
に
組
合
員
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力

と
、
ご
来
賓
の
方
々
の
ご
支
援
に
よ
る
も
の
で

あ
り
、
あ
ら
た
め
て
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

次
に
今
年
度
の
事
業
計
画
に
つ
い
て
で
す

が
、
経
営
計
画
の
拡
大
、
間
伐
皆
伐
な
ど
、

前
年
度
と
同
様
で
は
あ
り
ま
す
が
、
新
し
い

事
業
と
し
て
原
木
丸
太
の
輸
出
に
つ
い
て
本

格
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

現
在
、
秋
田
県
の
伐
採
量
は
一
二
〇
万
㎥

で
推
移
し
て
い
ま
す
が
、
県
で
は
平
成
三
十

二
年
度
ま
で
に
一
四
〇
万
㎥
ま
で
伸
ば
す
方

針
で
す
。

　

し
か
し
、
日
本
の
住
宅
事
情
は
、
現
在
年

間
九
〇
万
戸
代
の
新
戸
住
宅
も
、
平
成
三
十

二
年
以
降
に
な
る
と
六
〇
万
戸
代
に
ま
で
下

が
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

増
え
る
分
の
丸
太
の
売
り
先
を
新
た
に
外
国

へ
輸
出
し
な
い
と
我
々
の
林
業
は
成
り
立
た

な
く
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
見
通
し
の
も
と
、
今
年
の
三

月
に
県
北
地
区
の
素
材
生
産
事
業
者
十
五
社

と
三
森
林
組
合
が
中
心
と
な
っ
て
「
再
造
林

の
推
進
」「
原
木
の
新
た
な
販
路
の
開
拓
」
を

目
指
し
て
「
県
北
地
区
森
林
・
林
業
活
性
化

協
議
会
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
こ
の
会
の

目
的
は
、
森
林
所
有
者
と
林
業
従
事
者
の
所

得
向
上
を
目
指
す
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

国
で
は
平
成
三
十
年
度
に
新
た
に
「
森
林

環
境
税
」
を
導
入
し
、地
球
温
暖
化
の
防
止
等
、

公
益
的
機
能
を
発
揮
さ
せ
る
た
め
、
森
林
の

「
境
界
の
明
確
化
」
や
「
林
地
台
帳
の
整
備
」

を
図
る
こ
と
と
し
、
そ
の
作
業
を
市
町
村
で
進

め
る
よ
う
に
指
導
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
掛
か
る
経
費
を
捻
出
す
る
た
め
年
間

五
〇
〇
億
円
の
予
算
を
平
成
三
十
年
度
の
税

制
改
正
で
提
案
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
総
代
の
皆
さ
ん
に

は
、
今
年
度
の
事
業
計
画
、
予
算
案
を
満
場

一
致
で
承
認
、
可
決
し
て
頂
け
る
よ
う
お
願
い

す
る
と
と
も
に
、
ご
来
賓
の
方
々
に
は
引
き
続

き
ご
指
導
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

を
申
し
上
げ
、
開
催
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

本
日
は
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

〈
関
連
記
事
次
頁
に
つ
づ
く
〉

議長を務めた下岩川地区の佐藤勝雄氏

挨拶をする金野組合長

通
常
総
代
会

通
常
総
代
会

通
常
総
代
会

第

　回
23組合長  あいさつ

代表理事組合長　金　野　忠　

　
第
二
十
三
回
通
常
総
代
会
は
五
月
二
十
九
日
、
能
代
市
元
町
の
キ
ャ
ッ
ス
ル

ホ
テ
ル
能
代
で
、
総
代
一
九
〇
名
の
出
席
（
本
人
出
席
一
一
〇
名
、
書
面
議
決

八
〇
名
）
を
得
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
事
に
先
立
ち
、
金
野
組
合
長
が
挨
拶
を
し
た
後
、
来
賓
を
代
表
し
て
、
能

代
市
鈴
木
一
眞
副
市
長
、
山
本
地
域
振
興
局
河
越
博
之
農
林
部
長
、
米
代
西
部

森
林
管
理
署
新
屋
敷
哲
也
署
長
、
秋
田
県
森
林
組
合
連
合
会
髙
橋
悟
森
林
整
備

課
長
の
四
氏
か
ら
ご
祝
辞
を
賜
り
ま
し
た
。

　
議
長
に
は
下
岩
川
地
区
の
佐
藤
勝
雄
氏
が
選
出
さ
れ
、
全
て
の
提
出
議
案
が

満
場
一
致
で
原
案
通
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
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こ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
で
実
施
し
た
、
当

組
合
の
事
業
は
、「
森
林
境
界
明
確
化
と
放
置

林
整
備
施
業
の
促
進
」、「
経
営
計
画
認
定
森

林
面
積
の
拡
大
と
施
業
の
円
滑
実
施
」、「
高

性
能
林
業
機
械
の
活
用
と
素
材
生
産
事
業
の

推
進
」
そ
し
て
、
秋
田
県
内
で
二
例
目
の
事

業
承
認
を
受
け
た
「
農
中
森
力
基
金
事
業
の

実
施
」
の
四
点
を
重
点
項
目
と
し
て
事
業
展

開
を
図
り
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、主
力
事
業
で
あ
る
「
販
売
部
門
」

は
、
導
入
し
た
三
台
の
高
性
能
林
業
機
械
利
用

に
よ
る
素
材
生
産
量
及
び
補
助
事
業
の
搬
出
間

伐
事
業
の
伸
び
が
影
響
し
、
計
画
対
比

一
〇
三
％
、
前
年
対
比
一一
四
％
の
取
扱
高
を
、

同
じ
く
主
力
事
業
の
「
森
林
整
備
部
門
」
で
は
、

皆
伐
後
の
再
造
林
事
業
を
含
む
森
林
整
備
、
及

び
松
食
い
虫
防
除
事
業
、
農
中
森
力
基
金
事
業

実
施
に
よ
る
作
業
道
工
事
事
業
の
伸
び
等
に
よ

り
、
計
画
対
比
一
四
二
％
、
前
年
対
比
一
二
七
％

の
取
扱
高
と
な
り
、
総
収
益
は
、
平
成
二
十
一

年
度
実
績
以
来
の
取
扱
高
八
億
円
を
超
え
、

八
億
五
千
万
円
を
超
え
る
取
扱
高
と
な
り
、
合

併
後
最
高
と
な
る
五
、二
〇
〇
万
円
超
の
未
処

分
剰
余
金
を
計
上
、
同
じ
く
合
併
後
初
と
な
る

「
出
資
配
当
」
を
提
案
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

又
、
組
合
員
数
に
つ
い
て
も
、
前
年
対
比

十
二
名
増
の
四
、三
一
三
名
と
な
り
ま
し
た
。

組
合
員
数
の
増
加
は
、
秋
田
県
内
十
二
組
合

　

平
成
二
十
八
年
度
、
秋
田
県
は
、「
ウ
ッ
ド

フ
ァ
ー
ス
ト
社
会
」
の
実
現
に
向
け
大
き
な

一
歩
を
踏
み
出
し
、
そ
れ
に
呼
応
し
、
森
林

組
合
系
統
に
お
い
て
も
、
新
た
な
る
系
統
運

動
「JForest　

森
林
・
林
業
・
山
村
未
来
創

造
運
動
〜
次
代
へ
森
を
活
か
し
て
地
域
を
創

る
〜
」
を
展
開
し
、「
施
業
の
集
約
化
と
先
進

技
術
の
活
用
等
に
よ
る
効
率
的
な
事
業
基
盤

の
整
備
」、「
系
統
の
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を

活
か
し
た
国
産
材
安
定
供
給
体
制
の
構
築
」、

「
組
合
員
・
社
会
に
信
頼
さ
れ
る
開
か
れ
た
組

織
づ
く
り
」
と
い
う
目
標
を
掲
げ
ま
し
た
。

の
中
で
、
当
組
合
の
み
で
あ
り
、
組
合
員
の
皆

様
の
、
当
組
合
に
対
す
る
深
い
ご
理
解
と
ご
協

力
の
賜
物
で
あ
る
と
心
か
ら
感
謝
致
し
ま
す
。

　

昨
年
八
月
の
改
選
に
よ
り
、
役
員
に
つ
い
て

は
、
新
た
な
執
行
体
制
と
な
り
ま
し
た
が
、
ユ

ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
と
し
て
登
録
さ
れ
た

「
協
同
組
合
」
の
一
員
と
し
て
、「
組
合
員
の
経

済
的
・
社
会
的
地
域
の
向
上
、
並
び
に
森
林
の

公
益
的
機
能
の
発
揮
」
と
い
う
目
的
を
忘
れ
ず

に
、今
後
も
組
合
員
と
共
に
歩
ん
で
参
り
ま
す
。

議
案
第
一
号	

平
成
二
十
八
年
度
業

務
報
告
書
の
承
認
に

つ
い
て

議
案
第
二
号	

平
成
二
十
九
年
度
事

業
計
画
書
の
決
定
に

つ
い
て

議
案
第
三
号	

平
成
二
十
九
年
度
一

組
合
員
に
対
す
る
貸

付
金
の
最
高
限
度
に

つ
い
て

議
案
第
四
号	

平
成
二
十
九
年
度
借

入
金
の
最
高
限
度
に

つ
い
て

議
案
第
五
号	

平
成
二
十
九
年
度
理

事
及
び
監
事
の
報
酬

決
定
に
つ
い
て

議
案
第
六
号	

平
成
二
十
九
年
度
債

務
保
証
の
最
高
限
度

に
つ
い
て

議
案
第
七
号	

余
裕
金
の
預
入
先
金

融
機
関
に
つ
い
て

議
案
第
八
号	

出
資
配
当
金
の
増
資

に
つ
い
て

議
案
第
九
号	

退
任
役
員
に
対
す
る

慰
労
金
の
支
給
に
つ

い
て

沢山の来賓の皆様

議案に賛成挙手をする出席総代
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指
導
部
門

一

二三四

森
林
整
備
部
門

販
売

部
門

加
工

部
門

化
事
業
の
実
施
及
び
森
林
経
営
計
画
樹
立
面

積
の
拡
大
」
と
し
て
、
同
じ
く
前
年
度
計
画

対
比
一
〇
七
％
の
取
扱
高
を
重
点
項
目
と
し

て
計
画
し
、
事
業
展
開
し
て
参
り
ま
す
。

　

又
、
本
年
三
月
に
、
県
北
地
区
の
素
材
生

産
業
者
及
び
森
林
組
合
が
中
心
と
な
っ
て
、

持
続
可
能
な
循
環
型
林
業
、
及
び
森
林
所
有

者
並
び
に
林
業
従
事
者
の
所
得
向
上
を
目
指

す
「
県
北
地
区
森
林
・
林
業
活
性
化
協
議
会
」

を
立
ち
上
げ
、「
再
造
林
の
推
進
」、「
原
木
の

新
た
な
販
路
開
拓
も
含
め
た
木
材
価
格
の
上

昇
及
び
需
要
拡
大
」
等
、
組
合
員
の
皆
様
に

直
結
し
た
、
森
林
・
林
業
の
活
性
化
に
向
け

た
取
組
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

　

今
年
度
も
、
組
合
員
の
皆
様
か
ら
の
、
特

段
の
ご
指
導
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、

衷
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

組
合
員
の
意
見
要
望
を
的
確
に
把
握
し
、

組
合
事
業
及
び
地
域
の
抱
え
る
課
題
の
克
服

に
努
め
る
た
め
、
組
合
員
に
対
し
組
合
の
経

営
状
況
等
を
正
確
に
報
告
す
る
と
と
も
に
、

有
益
な
森
林
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
で
組
合

員
の
林
業
経
営
に
役
立
て
て
も
ら
う
事
を
目

的
と
し
た
、「
組
合
員
研
修
会
と
地
区
座
談
会

の
充
実
」
を
今
年
度
の
指
導
部
門
の
重
点
項

目
と
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

　

安
全
衛
生
大
会
及
び
安
全
衛
生
委
員
会
を

開
催
し
、
役
職
員
全
員
が
一
体
と
な
っ
て
「
労

働
災
害
ゼ
ロ
」
を
目
指
し
ま
す
。

　　
「
施
業
集
約
化
に
よ
る
受
託
間
伐
事
業
の
推

進
」の
た
め
、高
性
能
林
業
機
械
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

の
技
術
向
上
、
森
林
施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
木
材

流
通
お
よ
び
販
売
に
関
す
る
知
識
の
向
上
を

図
り
、
採
材
方
法
の
工
夫
に
よ
る
木
材
の
有
利

販
売
及
び
低
コ
ス
ト
な
素
材
生
産
事
業
実
施

に
よ
り
、組
合
員
へ
の
利
益
還
元
に
努
め
ま
す
。

　

昨
年
に
引
き
続
き
、
主
伐
適
齢
期
に
達
し

た
森
林
に
つ
い
て
、
皆
伐
再
造
林
一
貫
作
業

シ
ス
テ
ム
を
提
案
し
、
資
源
の
循
環
利
用
の

促
進
に
努
め
ま
す
。

　

昨
年
度
同
様
、
春
季
と
秋
季
の
季
節
限
定

操
業
で
、
組
合
員
の
皆
様
に
は
御
不
便
を
お

か
け
し
ま
す
が
、
安
全
衛
生
に
心
掛
け
た
缶

詰
委
託
加
工
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　
　森
林
整
備
事
業

　

森
林
の
持
つ
多
面
的
機
能
の
維
持
・
向
上

を
図
り
つ
つ
、
資
源
の
循
環
利
用
を
推
進
す
る

た
め
、
森
林
施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー
十
六
名
が
中

心
と
な
っ
て
地
域
の
施
業
集
約
化
や
路
網
整

備
に
よ
り
生
産
基
盤
を
強
化
し
間
伐
や
主
伐

後
の
再
造
林
等
の
森
林
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
森
林
研
究
・
整
備
機
構
に
よ
る
水

源
林
事
業
の
外
、
森
林
管
理
署
や
市
町
か
ら

発
注
さ
れ
る
森
林
整
備
事
業
も
受
注
し
、
地

域
全
体
の
森
林
保
全
に
貢
献
し
て
参
り
ま
す
。

　
　利
用
事
業

①
Ｇ
Ｐ
Ｓ
・
Ｇ
Ｉ
Ｓ
を
積
極
的
に
利
用
し
、
今

年
度
も
森
林
整
備
地
域
活
動
支
援
交
付
金

の
「
経
営
計
画
作
成
促
進
」「
境
界
の
明
確

化
事
業
」
を
活
用
し
て
、
放
置
森
林
の
解

消
に
努
め
、
森
林
経
営
計
画
を
作
成
し
て

施
業
実
施
に
繋
げ
ま
す
。

②
県
や
市
町
、
森
林
管
理
署
か
ら
発
注
さ
れ

る「
松
く
い
虫
防
除
関
連
事
業
」に
参
加
し
、

組
合
の
持
つ
高
い
施
業
技
術
力
、
豊
富
な

施
工
能
力
を
発
揮
す
る
こ
と
で
、
松
く
い

虫
被
害
の
拡
大
防
止
に
努
め
ま
す
。

　
　

又
、
当
管
内
で
広
が
り
つ
つ
あ
る
「
ナ
ラ

枯
れ
」
に
つ
い
て
は
、
被
害
の
ま
ん
延
防

止
の
た
め
関
係
機
関
と
連
携
し
監
視
体
制

の
強
化
に
努
め
、
未
然
防
止
の
為
の
広
葉

樹
伐
採
（
更
新
伐
）
を
推
進
し
ま
す
。

③
組
合
員
の
財
産
保
全
の
た
め
、
森
林
保
険

の
普
及
と
加
入
促
進
を
図
り
ま
す
。

　
　購
買
事
業

　

購
買
事
業
に
つ
い
て
は
、
系
統
利
用
に
よ

る
林
業
資
材
を
安
定
供
給
致
し
ま
す
。

　
　金
融
事
業

　

貸
付
金
の
回
収
と
担
保
森
林
の
保
全
管
理

に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　

平
成
十
四
年
に
過
去
最
低
の
一
九
％
ま
で

低
下
し
た
木
材
自
給
率
だ
が
、
林
業
の
成
長

産
業
化
を
目
指
す
施
策
に
よ
っ
て
、
平
成

二
十
三
年
か
ら
五
年
連
続
で
上
昇
し
、
平
成

二
十
七
年
に
は
三
三
％
ま
で
上
昇
す
る
な
ど
、

数
字
的
に
は
、
国
産
材
の
利
用
が
勢
い
を
増

し
て
き
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
山
元
立
木
価
格
の
長
期
に
わ
た

る
低
迷
や
、
そ
れ
に
伴
う
森
林
所
有
者
の
経

営
意
欲
の
低
下
等
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
状

況
に
あ
り
、
適
切
な
管
理
・
経
営
が
行
わ
れ

な
い
森
林
が
増
加
す
る
こ
と
で
、
山
の
循
環

が
滞
り
、人
工
林
の
齢
級
構
成
も
著
し
く
偏
っ

て
い
る
現
状
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
で
の
平
成
二
十
九

年
度
に
つ
い
て
は
、
新
た
な
る
系
統
運
動
「J	

Forest　

森
林
・
林
業
・
山
村
未
来
創
造
運

動
〜
次
代
へ
森
を
活
か
し
て
地
域
を
創
る
〜
」

の
運
動
に
よ
り
、
当
組
合
に
お
い
て
も
「
主

伐
地
に
対
す
る
再
造
林
の
確
実
な
実
施
」、「
施

業
集
約
化
の
推
進
」、「
生
産
性
の
向
上
と
低

コ
ス
ト
林
業
」
等
の
五
年
間
の
目
標
を
設
定

し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
初
年
度
で
あ
る
本
年
度
に
お
い
て
、

販
売
部
門
で
は
、「
施
業
集
約
化
に
よ
る
受
託

間
伐
事
業
の
推
進
」
と
し
て
、
前
年
度
計
画

対
比
一
一
七
％
の
取
扱
高
を
、
森
林
整
備
部

門
で
は
、「
管
内
全
市
町
で
の
森
林
境
界
明
確

事
業
計
画

事
業
計
画
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損　益　計　画
損 益 計 算 書
損　益　計　画
損 益 計 算 書

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

※　次期繰越剰余金中、教育情報資金は、2,500千円である。

（単位：千円） （単位：人、口、千円）

平成28年４月１日から平成29年３月31日まで　（単位：千円） 平成29年４月１日から平成30年３月31日まで　（単位：千円）

平成28年度　損 益 計 算 書

平成29年度　損 益 計 画

平成28年度　剰余金処分案

組合員数及び出資金（H29.3.31現在）

平成28年度　損 益 計 算 書

平成29年度　損 益 計 画

平成28年度　剰余金処分案

組合員数及び出資金（H29.3.31現在）

平成28年度　損 益 計 算 書

平成29年度　損 益 計 画

平成28年度　剰余金処分案

組合員数及び出資金（H29.3.31現在）

平成28年度　損 益 計 算 書

平成29年度　損 益 計 画

平成28年度　剰余金処分案

組合員数及び出資金（H29.3.31現在）

（注意）端数処理の関係で、合計が一致しない場合があります。
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白神木材流通センター木材共販結果及び市況動向

★出品材積：1,579㎥　　★売払材積：1,579㎥

★販売金額：15,558千円	 ★平均価格：9,851円／㎥

★共販参加者：９社　 ★販売者：８社　 ★販売率：100％

〈共販概況〉

１．価格状況：全体の平均販売単価は9,851円であった。
主要４規格の値動きを見ていくと、「14㎝下
材」が300円程前回より下げたが、「22㎝下
材」、「28㎝下材」、「30㎝上材」の３規格は
今年度に入り横ばい状態がつづいている。

２．需要状況：量産工場の引き合いが強く、落札率は
100％であった。しかし、製品市況の荷動き
は鈍いようで原木価格にまでは反映されて
いない。今後もこのような状態が続く見通
しである。

３．入札状況：入札に付した29物件に９社が応札し、「落札」
が29件、「不落」が０件、「無応札」が０件
であった。１物件当たりの平均応札枚数は
2.28枚であった。

㎥

■直近開催の木材共販結果　  …………………（第331回、入札日：平成29年７月３日）

第319回共販（開催月：平成28年７月）
～第331回共販（開催月：平成29年７月）

■平均販売単価の月推移

■スギ低質材（チップ材）単価

（単位：円）径級別単価の詳細

（工場着値、単位：円／㎥）

（工場着値、単位：円／㎥）

毎月の木材取引状況は、当組合ホームページ「http://www.shiramori .or. jp/」でご覧下さい。

組合員の各種届出に
関してのお知らせ

組合員の各種届出に
関してのお知らせ

組合員の各種届出に
関してのお知らせ

合併後、初の出資配当　！！合併後、初の出資配当　！！

■スギ合板材規格別単価
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※ 毎年、候補地を探しております。自薦、他薦、問いませんのでご連絡を　

　今年3月、県北地区の森林組
合と素材生産業者が中心とな
り、金野組合長を会長とする「県
北地区森林・林業活性化協議会」
を設立した。
　同協議会では、原木の販路拡
大を目的に、能代港の有効活用
という観点から能代商工会議所
の支援を受け、初の原木輸出に
取り組んでいる。
　組合長は「木材価格の低迷等
で林業の衰退や森林荒廃が懸念
される中、林地残材等を輸出す
る事で森林資源を有効活用し、
組合員の所得向上及び林業再興
に繋げたい。」として年間2万
㎥の輸出を目指す。


